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研究成果の概要（和文）：本研究では、様々な福祉国家再編とシティズンシップ再構築の試みにみられる共通点と違い
を、1）移民の社会的保護制度・政策、2）移民の政治的影響力、3）移民排斥運動とその背景、4）移民を「国民」とし
て統合していく構造と原理を比較検討することによって明らかにしようとした。2011年から2014年度まで、定期的に研
究会を持ち、また学会パネルを組織して議論を深め、東西ヨーロッパ、南北米、オーストラリア、東アジア地域の福祉
レジームの変容に関する研究および移民と福祉に関する研究が、それぞれ単著として刊行される予定である。

研究成果の概要（英文）：To clarify differences and similarities witnessed in various attempts to 
rearrange welfare state and reconstitute citizenship rights, this project has done empirical comparative 
research on social protection policies of immigrants, their political influences, anti-immigrant 
movements and their contexts, and the principle and structures of integrating immigrants with the nation. 
In addition to regularly held workshops, we organized panels in several academic conventions. The 
achievements of this project are going to be published in two separate books.
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１． 研究開始当初の背景 
  比較福祉国家研究においては、グローバル
化、高齢化、脱家族化（おもに女性の家計か
らの自立傾向を指す）が福祉国家に与える影
響について、包括的な比較検討が行われ、福
祉国家の「新しい政治」論や「再編の政治」
論、さらには福祉レジーム論という形で理論
化が進んでいる。本研究代表者および分担者
たちもまた、そのような研究に従事してきた。
これについて、研究代表者の活動にそって述
べるなら、福祉レジーム（国家福祉、市場福
祉、共同体福祉、家族福祉）を福祉国家の上
位概念として捉え、国家福祉の相対化を福祉
レジームの類型にそって検討する作業を行
ってきた。まず取り組んだのが日本の福祉レ
ジームの特徴と変容を比較論的に理解する
作業であり、そこで確認された家族主義的特
徴が自由主義化によって今日変容しつつあ
ることを確認した。次に自由主義化が異なる
レジーム間で共通に認められるとはいえ、そ
れが一つのレジームへの収斂を意味するも
のとは必ずしもいえないため、まず自由主義
福祉レジームの多様性について研究を進め
た。アメリカと同様に捉えられることが多い
が、普遍主義的医療保障制度を持つなど、無
視できない相違点をもつカナダに着目し、二
つの建国の民族（英系と仏系カナダ人）、分
権性の強い連邦制、移民のもたらす多民族性
といった遠心力の強いカナダにおいて、いか
にして社会統合が実現されているのかを学
際的に明らかにした（成果は『多文化主義社
会の福祉国家』としてミネルヴァ書房より出
版され、カナダ出版賞を受賞した）。さらに
アメリカ、オーストラリアやイギリスの新自
由主義改革と保守主義・家族主義レジームで
顕著な自由主義化の多様性を比較検討する
ことによって、収斂のなかの多様性を見出し、
その多様性をレジーム特性と制度的遺産、政
治的戦略行為から分析した（『福祉レジーム
の収斂と分岐』ミネルヴァ書房、2011）。 
 
２． 研究の目的 
グローバル化のなかで、労働の国際移動が

注目されるようになって久しいが、移民（外
国人）労働力の増加が国民福祉国家に与える
影響については、幾つかの優れた例外はある
ものの、包括的実証研究および理論的体系化
が進んでいない。そこで本研究では、入国管
理制度・移民政策に関する豊富な研究蓄積を
踏まえた上で、1）移民の社会的保護制度・
政策、2）移民の政治的影響力、3）移民排斥
運動とその背景、4）移民を「国民」として
統合していく構造と原理に関して、国民福祉
国家の間にどのような違いがあり、それが何
によってもたらされているのかについて実
証的に比較検討するともに、従来国民単位で
実現されてきたシティズンシップが、福祉国
家再編過程のなかで、どのように再確定され
ようとしているのかについて理論的考察を
行う。 

 
３．研究の方法 
  労働の国際移動への福祉レジームによる
違いを検討するため、自由主義、保守主義、
社会民主主義、家族主義という四つの異なる
福祉レジーム類型から代表的福祉国家を選
び、移民の社会統合政策、政治統合政策、反
移民政治運動、統治構造という四つの軸にそ
って比較制度・政治過程分析を行う。なお各
国比較において、各レジームから機械的に同
一数の国を選ぶのではなく、各国の歴史や地
理的条件、さらには今日の政治的文脈を考慮
し、本研究のテーマにとって重要と思われる
国々を選んでいる。このような比較研究を補
完するために、二つの研究計画が用意される。
一つは、受け入れ国における移民の社会権の
違いについて、サービスや給付のアクセスな
どの寛容性を計量比較することであり、もう
一つは、国民福祉国家の見直し、国民の再確
定という問題について、ネーションとシティ
ズンシップの相克という観点から理論的分
析を行うことである。 
 
４．研究成果 
（1）以上の研究目的や研究実施計画のも 
とに、2011 年度の研究を進めてきた。当初の
目標を上回り、4 回の研究会と合宿を開催す
ることができた。2011 年 7 月 16 日には都丸
潤子氏（早稲田大学政治経済学部・教授）を
京都に招き、「イギリス・英連邦をめぐる人
の国際移動の変容と課題」についてご報告い
ただいた。引き続いて、2011 年 12 月 26 日に
は田村哲樹氏（名古屋大学法学研究科・教授）、
2012 年 2 月 15 日には柴田晃芳氏（北海度大
学公共政策学研究センター・研究員）を招き、
各々、「デモクラシーのためのアーキテクチ
ャ、アーキテクチャをめぐるデモクラシー」、
「55 年体制の崩壊と政策の変容―セキュリ
ティ再編の政治過程」というテーマでご報告
いただいた。さらに 2012 年 2月 28・29 日に
は静岡において合宿を行い、科研担当者の島
田幸典、唐渡晃弘、伊藤武、三氏から、各々、
「現代イギリス政治における極右―BNP は
『例外主義』を打ち破ったのか」、「フランス
国民国家の形成―国民概念と外国人」、「イタ
リアの移民政策」と題する報告を受け、活発
な議論が交わされた。さらに本科研の主催で
はないが、2011 年 12 月 9 日には京都大学で
行われたRobert Boyerを招いての研究会は、
本科研のメンバーが複数参加し、実質的に運
営に携わった。これらの研究会を通じて、各
国の移民の実態だけではなく、歴史・政治・
政財の視点からみた近代国家と移民の関係、
その揺らぎについて相当程度理解を深める
ことができた。 
（2）2012 年の研究成果としては、2012 年 6
月 10 日の研究会では、外部から中野勝郎氏
（法政大学教授）を京都に招き、「アメリカ
におけるエスニック・アイデンティティ～同
質性と多様性」について報告を受けた。また、



本科研担当者の渡辺博明氏が「スウェーデン
における社民型福祉国家と移民問題」と題す
る報告を行った。引き続いて、2012 年 12 月
1 日の研究会では、科研担当者の加藤雅俊氏
が「オーストラリアにおけるマイノリティの
位置の変遷―白豪主義から多文化主義へ―」
と題する報告を、科研代表者である新川敏光
が「多文化主義政治の光と影―カナダを事例
として」とする報告を行った。その後、2013
年 2 月 22 日・23 日には浜松において合宿を
行った。科研担当者の近藤正基氏、杉田敦氏、
鎮目正人氏、横田正顕氏が、各々「統一ドイ
ツにおける移民統合」、「境界と移動の政治理
論」、「移民に対する所得保障政策と不平等」、
「後発福祉国家における移民レジームの形
成と変容―スペインの場合」という題で報告
を行い、活発な議論が交わされた。 
 （3）2013 年度の研究成果としては、2013
年 6 月 22 日には、日本比較政治学会におい
て「福祉国家と移民」というテーマで分科会
を開催し、科研分担者の加藤雅俊氏と連携研
究者の安周永氏が、各々、「福祉国家の変容
と移民政策：オーストラリアを事例として」、
「男性稼得者モデルの衰退と移民政策の変
化：日本と韓国の外国人労働者を中心に」と
いう題で報告を行い、フロアとの間で活発な
質疑応答がなされた。2013 年 7 月 20 日の研
究会では、外部から福田宏氏（京都大学地域
研究統合情報センター・助教）を招き、「ハ
プスブルク帝国後における広域論の興隆：汎
ヨーロッパから東方シューマン・プランま
で」について報告を受けた。引き続いて、2013
年 11 月 27 日の研究会では、外部から中井歩
氏（京都産業大学法学部・准教授）を招き、
「橋下徹の政治について」報告を受けた。そ
の後、2014 年 3月 3日・4日には静岡市にお
いて研究合宿を行った。科研分担者の辻由希
氏、連携研究者の安周永氏が、各々、「結婚
移住者政策とジェンダー、ケア、家族：オラ
ンダを事例に」、「韓国における入国管理政策
の特徴と変化」という題で報告を行い、活発
な議論が交わされた。 
 （4）2014 年度の研究成果としては、7 月
29 日に京都大学において、スイス・ローザン
ヌ大学公共政策大学院教授ジュリアーノ・ボ
ノーリ氏とカナダ・サスカチュワン大学教授
ダニエル・べラン氏を招いて、ワークショッ
プを開催した。ボノーリ氏からは、「Social 
Investment and social cohesion in 
multinational societies」という題で、べ
ラン氏からは、「Globalization and social 
policy」という題で報告を受けた後、活発な
討論がなされた。8 月 2 日及び 3 日は、静岡
において科研研究会を開催し、北海道大学助
教の千田航氏を招き、「移民と福祉国家」と
いう題で報告を受けた。10月初旬には、日本
政治学会 2014 年度研究大会において分科会
を開催した。科研分担者の横田正顕氏が司会
を担当し、科研分担者の島田幸典氏と伊藤武
氏が、各々、「再編期自由主義レジームにお

ける福祉国家と移民―英国を事例として」、
「イタリアの移民政策と家族主義レジーム
の『再家族化』」という題で報告を行い、科
研分担者の近藤正基氏がコメンテーターを
務めた。2月 24 日には、京都大学において科
研最終研究会を開催した。 
上記のように、各国の実態と理論的な彫琢

について、その成果の一部は新川敏光編著
『福祉レジーム』（ミネルヴァ書房、近刊）
として公表される。また成果の全体について
は、来春刊行をめざしている。 
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